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翻訳
鳥 の 会 議
ジェフリー・チョーサー作
萩　原　文　彦 訳
　チョーサー（1340？一1400）の作品については丁舵Cαη孟e拍％瑠丁α」θsとか
T70ぬsα雇Cr∫se穿4εとかの大作，力作の蔭にかくれて幾多の小品がある。
私はこれらいわゆるS虹ortPoemsの日本語訳11篇を東京の永田書房刊行の同
人雑誌「詩と散文」に発表してきた。同誌最近刊の35号（55・8・30）では
もっとも初期の作と思われるハηハBC（1366年，184行）を訳出した。これは
チョーサーの創作ではなくて，当時のフランス詩を英訳したものであった。
その内容は「聖母への祈り」となっていて，チョーサーが愛顧をうけたラン
カスター公John　of　Gaunt（1340～99）の夫人で信仰の厚い女性Blanche
（1347？～69）から頼まれたものと言われている。
　さてここに紹介する「鳥の会議」は上記のような小篇ではない。チョーサ
ーには中世風愛の夢物語詩が三つある。推定される制作年代順にあげると
　　　1369年　丁んεBooゐoブ♂he1）％cんess「公爵夫人の書」
　　　1381年　丁舵P併」め窺e瞬oブFoω！s「鳥の会議」
　　　1384年　丁加Ho％se　of　Fα㎜e「誉れの宮」
　いまこれらにっいて解説したり，評価したりする余裕がない。ただ一言，
「鳥の会議」と題して作者は何を意図したのであろうか。原作の定本を編ん
だEN．Robinsonに言わせると「英語で書かれた座興詩（occasional　poems）
中もっとも楽しいものの一つ」ということになる。
　題名の訳にっいては従来「百鳥の集い」とか「小鳥の会議」とか，いろい
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ろ試みられたが，、蔦については特別に関心の深い私としては「、鳥の会議」と
することにした。英国の14世紀という困難な時勢に生きて，きわめて多面的
な実生活のうちに，比較的幸運に恵まれて人生を章〆受したチョーサーの，ひ
たむきな文学愛好性と表現力が溢れている作占1，である。また一つこの詩は，
後に帝二E韻（rime　roval）として知られるababbccの押韻形式を取る7行連
から成っている。この詩型は英詩においてチョーサーが創めたものであり，
また「，鳥の会議」において先ず試みたと考えてもよかろう。参考のために往
古調の風格のある第1連を原文でご覧に入れよう。
The　lyf　so　short，the　craft　so　long　to　lerne，
Th’assay　so　hard，so　sharp　the　conquerynge，
The　dredful　joye，alwey　that　slit　so　yerne：
Al　this　mene　I　by　Love，that　my　felynge
Astonyeth　with　his　wonderful　werkynge
So　sore，iwis，that　whan　I　on　hym　thynke，
Nat　wot　I　wel　wher　that　I　flete　or　synke．
　全篇699行が101に分節されるが，99連までは一貫した型式で進み，終末に
3－4－6行の折返し旬付きのラウンデル（roundel）に変わり，最終の101
連で元のrime　roya1に戻っている。各連末の数字は行数を示している。
ゆ ㊥ 幽
　1．人生は短く，学びの道は遠い／試煉はかくもきびしく，征服はかくも
けわしい。／怖ろしい快楽もすみやかに去るのが常／すべて私は愛のことを
言っているのです。／その怪しいはたらきに心は燥き／愛のことを考えると
私の心は痛んで／浮いているのか，沈んでしまうのかも判らなくなります。
【1～7】
一20一
　2．私は愛の実際については知らないのです。／またどれほどに愛が人々
に報いるのかも知らない／だが愛の奇跡や烈しい怒りのことを／いくたびか
本で読んだことがあります。／愛が主君となり支配者になることを読みまし
た。／言を悼らなくてはなりませんが，愛は痛撃を与えるのです／神よ，こ
のような主君を救いたまえ！一これだけしか言えません。　【8～14】
　3．面自くもあり勉強にもなるので／私はよく本を読むならいであること
を申しました。／でもなぜ私はこんなことを話すのでしょう？／つい先頃私
はふと一冊の本を見ました。／それは古文で書かれていましたが／その書物
の中である事を学ぶために／私は長い一日を熱心に読みふけりました。　【15
～21】
　4．古い畑から年々新しい作物がとれると／人が言いますがまことにその
通りで／古い書物からこんなにもたくさんに／入が学ぶべき新しい知識が得
られます。／さてここで本題に入りましょう。／その本を読み進むにつれて
私は夢中になって／丸一日がほんのわずかな時問のように思われました。
【22～281
　5．私が申し上げたこの本は／その題が次のようになっていました。／タ
リァス・シセロウ著わす「スキピオの見た夢」／七章から成り，天国と地獄
と／この世界，そこに住む人間たち／これについて私はできるだけ簡単に／
作者の意図にっいて要点を話しましょう。　【29～351
　6．まず，スキピオがアフリカに来た時／マシニーサに会い，喜びのあま
り／彼を両腕に抱えたこと。／それから日の終わるまでつづいた／二人の語
らいや至福のすべて／彼が敬愛する先祖のアフリカヌスが／その夜の夢に現
われたことなど。　【36～421
21
　7。さらにつづけてその本はアフリカヌスが光り輝く場所から／カルタゴ
の国を示して／これから先のお恵みのすべてを予告したこと／人は学問があ
ろうとなかろうと／公共の利益を守り善行を積むかぎり／終わることのない
快楽が存在する／至福の地に行けるものだということも。【43～49】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　8．それからスキピオは尋ねました／死者に彼の世の生活とか住居がある
ものか否かと。／「しかり，疑いもなく」と言って／現世の生活とは，どの
様に生きても／死に等しいものである／正義を行なう人は死んでから必ず／
天国に行くのだと言って，彼に銀河を示しました。【50～561
　9。それから彼は天国の大きさと比べて／この小さな地上を見せました。
／次に九つの天球を彼に見せました。／すると彼に美しい調べが聞こえてき
ました。／三に倍する三個の天球から生ずる／この世の音楽の源泉であり／
調和の原因でもあるメロディーが聞こえてきました。　【57～631
10．それから彼は地上の生活は取るに足らぬもので／苦しみが多くお恵み
も少ないから／楽しみを求めてはならないと言いました。／これから先何年
か経っと／あらゆる星がもとの位置に戻ってきて／人間がこの世で為てきた
ことのすべては／忘れ去られてしまうということを告げました。　【64～70】
　11．それからスキピオは彼に／天国の至福に入る道をたずねました。／ア
フリカヌスは答えて，まず汝自身が不滅であることを知れ／心して勤勉に働
き／公共の利益のために訓えよ／そうすれば至福とすぐれた人々がたくさん
いる／良い所に間違いなく速やかに到達できる。【71～77】
　12．しかし法に背く者たち，本当の話だが／放坪なやからは死んでから／
必ずや幾世が経過するまで／苦しみながら大地の周囲をいつまでも回らされ
／それから悪業のすべてが許されて／この至福の場所に来ることになる／汝
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も神のお恵みでそこへ来られる。」【78～84】
　13．日が終わり，けものも活動から退がる／暗い夜になって／明かるさが
足りなくて私は本を放し／着替えようとしてベッドに向かい／物思いやら思
案にくれた。／私にはちっとも欲しくないものがあったし／また同時に欲し
いものは何もなかったのだ。　【85～91】
　14．しかしさいごに私の意識は／終日の労働に疲れはてて／休止して深い
眠りに落ち込んだ。／私が横たわって眠る間に／スキピオが前に見たのと同
じ服装で／アフリカヌスが姿を現わし／私のすぐ枕許に立った。【92～98】
　15．疲れた猟師は寝床に入って眠ると／心は忽ちまた森の中へ入って行く
／裁判官は訴訟の進行を夢に見る／車引きは自分の車の具合を夢に見る／金
持ちは黄金のことを，騎士は敵との斗いを／病人は樽から酒を呑む夢を見る
／恋する男は愛する婦人を獲た夢を見るものです。【99～105】
16．アフリカヌスが夢枕に立ったのは／その前に私が彼のことを本で読ん
だことに／原因があるかどうか私には判らない。／とにかく彼は私にこう言
った。／汝はマクロビウスが少なからず大切に考えた私のぼろぼろの書物を
／よくも我慢して読んでくれたので／汝の骨折にいくらか報いて差し上げた
いのだ。」【106～1121
　17．ヴィーナスさま！お美しくて仕合わせな婦人／あなたの胸の炎によっ
て欲する男の人を征服なさり／この私に夢を見させて下さいました。／あな
たは最上のお方ですから，これからも私をお助け下さい！／私がこの夢を記
し始めた時／あなたはたしかに北北西の空におられました／そのようにたし
かに私に詩を書く力を授けて下さい！【113～1191
一23一
　18．前述のアフリカヌスは直ちに私を連れて／ある門のところへ行きまし
た。／緑色の石の塀をめぐらした庭園で／門の上には大きな文字がいくつか
彫られていて／両側に大変違う内容で／詩が書かれていたと思うのです。／
その意味を判り易く説明しましょう。　【120～126】
　19。　「この門を入る人々は至福の場所にまいります。／そこでは心が癒さ
れ深傷もよくなります／この門から人々はお恵みの泉へとまいります。／そ
こには緑の楽しい5月がいつまでも続きます。／読者よ，喜びなさい，あな
たの悲しみを捨てなさい。／門は開いています一お入りなさい，そして速
かに進みなさい。」【127～133】
　2αすると他方の門が言いました「この門から／人々は生命にかかわる槍
の一撃に向かいます／尊大と片意地とが案内をつとめます／そこには葉の無
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やない実をっけない樹があり／この流れはあなたを悲しみの簗に導きます。／そ
こでは囚われの魚がみな干からびています。／これを避けられたらせめても
の救済です！」　【134～140】
　21．これらの詩文は金文字と黒文字で書かれ／それを見て私は荘然としま
した。／一つは私の恐怖を増大したし／もう一つは私の心を大胆にしました。
／一方は私を熱くしたが他方は寒くさせました。／こわくなった私にはいず
れの道を取るべきか／入るのか逃げるのか，救われるのか滅びるのか判らな
くなりました。　【141～147】
　22．均しい力をもった二個の天然磁石の間に置かれた／鉄片がどっちの方
に動くこともできないように／一方が引けば他方も引っぱるので／私は進退
がきまらずにいました。／すると案内のアフリカヌスが私を捉えて／大きな
門から私を押し込んで，【148～154】
一24一
　23．そして言いました「汝はわしには言わなかったが／汝の疑いはその顔
に書いてあるぞ／しかしここへ入ることを恐れてはならぬ／この書いてある
ことは汝に関係のないことだ／愛の下僕以外の誰にも関係のないこと／汝は
愛などに興味がないであろう／病人には甘いも苦いも判らないようにな。
【155～1611
24．しかしお前は明敏でないかも知れぬが／お前が出事ないことでも見る
ことぐらいはできるんだ／というのは，自分では試合に出られなくても／角
力に出かけて行くことの好きな奴はいるものさ／そしてこうした方が良いぞ
とか何とか判断はするものさ。／だからお前が書くことが得意なら／わしが
お前に書く材料を見せてやるんだ司　【162～168】
　25．このように言って彼はすぐ私の手をとりました／私はそれに興味を覚
えて急いで進みました／神さま，私はすっかり嬉しくなっていたのです。／
行く手のどちらを眺めてみても／樹々は常緑の葉をつけていて／さまざまの
種類で新鮮な青々とした／見るも楽しいエメラルドの色をしていました。
【169～175】
26．建材の解（かし）もあれば，頑丈な樗（とねりこ）／柱になり，遺骸をお
さめる棺用にもなる楡（にれ）／笛を作る黄楊（つげ〉や鞭の柄になる柊（ひいら
ぎ）／帆桁用の椎（もみ），喪の象徴となる糸杉／弓の射手に必要ないちいが
し，滑らかな柄となるポプラ／平和のしるし轍檀（オリーブ〉，酒酔いのブドウ
／勝利者用の椰子（やし），占い用の月桂樹など。【176～1821
　27．緑の牧場を流れる川岸に／枝いっぱいに花咲く庭園を見ました／白，
青，黄，赤の花が咲き乱れて／たとえようのない芳香がただよい／冷たい泉
の流れは生き生きとして／赤い鰭や銀色の鱗をきらめかして無数の小魚が遊
泳していました。　【183～189】
　　　　　　　　　　　　　　一25一
　28．どの枝にも小鳥がさえずっているのが聞こえました。／それは調和の
とれた天使の声でした。／せわしげに雛を連れて歩く鳥がいました。／小兎
が戯れて走り／少し離れた所では臆病なノロシカが見つかりましたし／雄鹿，
雌鹿，栗蛍など／おとなしい種類の小動物が私の目に入りました。
【190～196】
29．万物を創造なさった神様も／まだ聞かれたためしのないような／まこ
とに魅惑的な調べを／絃楽器が奏でるのを私は聞きました。／それと共にあ
るか無きかのほのかな風が吹いてきて／頭上の鳥の唄に伴奏するかのように
／緑の葉が忍びやかな音を立てるのでした。【197～2031
　30．其処の空気は大変におだやかで／暑いとか寒いとかの苦情はまったく
ありません／そこでは健全な野草や薬草が茂り／人は誰も病んだり老いたり
しませんでした。／しかも数えきれないほどの快楽があって／夜になること
もなくて／誰の目にも明るい日が続きました。　【204～2101
31．泉の傍らの一本の木の下で私は／われらの主キューピッドが矢を鍛え
てやすりをかけているのを見ました。／その足許には弓が置かれていた／彼
の娘ウィリーがその間／泉につけて矢尻を冷やしたり，やすりでこすったり
して／殺すか，傷つけるか，胸を貫くか／いずれにせよこれからの役に立つ
よう手伝っていました。　【211～2171
　32．それから私はすぐに逸楽（Pleasance）がいるのに気づいた。／美装
（Aray）と，色欲（Lust）と礼儀（Courtesy）／それから人をそそのかし
ておどけた真似をする／力を持った技術（Craft）／うそは言わない，彼女は
変装していた。／そして構の木の下の離れた所に／愉i央（Delyt）が高貴
（Gelltilesge）と一緒に立っているのを見たと思います。【218～224】
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　33．私は一糸もまとわない姿の美貌（Beute）を見た。／それから青春
（Youthe）が浮かれはしゃいでいるのを／無鉄砲（Foolhardynesse〉，追従
（Flaterye〉，欲望（Desyr），／宣伝（Messagerye〉，贈賄（Meede）と他
の3人／その名前は私が言うこともない。／それから碧玉の高い柱の上に／
私は真鍮の神殿がしっかりと建っているのを見ました。【225～231】
　34．神殿のまわりにはいつも／大勢の女が踊っていて，／美しい人たちで，
派手な衣裳をつけていた。／スカートをはいて，髪を振り乱していた。／来
る年も来る年も其処が彼女たちのつとめる場所でした。／その神殿の上の方
に数百番いの／白い美しい鳩がとまっているのを見ました。　【232～238】
35．神殿の正面には平和夫人（Dame　Pees）が／おごそかにカーテンを片
手に坐っていた。／その傍らに忍耐夫人（Dame　Pacience）が／いとも慎重
に青白い顔をして／砂山に腰をおろしていた／その次には神殿の内と外に／
命令（Byheste）とArt（技芸）とその従者たちがいました。　【239～247】
　36．神殿の内側には火のように熱い嘆息が／ざわざわと音を立てて流れ出
るのを耳にした。／その嘆息は欲求によって湧き出るものであり／それがす
べての祭壇を／新しい焔で焼きつけたので，その時私は／恋人たちが耐え忍
ばねばならぬ悲しみのもとは／すべて嫉妬（Jelosve）という烈しい女神から
来ることを見とどけました。【246～252】
　37．途中で私は男性生殖神プライエーパス（Priapus）を見た。／神殿の
至高の場所に立って彼は／王権のしるしの長い笏を片手に／夜大声を出した
騒馬におどろかされた時の服装であった。／人々が大変せわしげに彼の頭に
／色さはざまの新鮮な花をそろえて／花冠を載せようとしていました。
【253～259】
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　38．奥の片隅で私は性愛の女神／ヴィーナスと門番リッチーズ（Riches）
とがたわむれるのを見た。／その姿態はいかにも高貴で誇らしかった。／そ
の場所は暗かったが，しばらくすると／ほんのりとではあったが，明るいこ
とが判った。／女神は黄金の床（とこ）に臥してやすまれると／熱い太陽が西
に傾きかけていました。
　39．彼女の金髪は黄金色の紐で結ばれていたが／ベッドの上ではそれが解
かれていた。／胸から上の方は肌をあらわしているのが／人々の目に入った
ことであろう。／うれしいことに，その他の部分は薄物のおおいで隠されて
いた。／ヴァレンス産の希薄な織地でおおわれていた。／防禦の布としてこ
れより厚地のものはなかったのです。　【267～273】
　40．その場所にはありとあらゆる種類の芳香が漂い／酒神バッカスが彼女
のわきに坐っていた。／その隣りに飢餓救済の女神セレス（Ceres）が／そ
して前に申したヴィーナスが中央にいて／二人の若者が女神の救いをもとめ
て脆いていた。／しかし女神はこのままにして／私はさらに神殿の奥を探っ
てみました。　【274～280】
　41．純潔の女神ダイアラ〈Dyane）に対して失礼ながら／壁に無数の折れた
弓がかけてあった。／女神の助力も空しく消えた処女たちのものだ。／その
他いたる所にたくさんの物語が描かれていて／私はダイアナの侍女のカリス
ト（Calyxte〉とか足の速いおとめアタランタ（Athalante）とか／いくつか
には触れて見ることになるが／名前も判らないたくさんの処女たちの話が出
ていた。　【281～287】
　42．セミラミス（Semiramis），キャンデース（Candace），ハーキュリー
ズ（Hercules）／ビブリス（Biblis），ディドー（Dido），シスビー（Thisbe），
ピラマス（Pyramus），／トリストラム（Tristram），イソルト（lsolt〉，パリ
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ス（Paris），アキレス（Achilles）／ヘレン（Helen），クレオパトラ（Cleopatra），
トロイラス（Troilus），／スキラ（Scylla）とロムルス（Romulus）の母
／これらのすべてが反対側の壁に描かれていました。／この人たちの恋のあ
り方とその死にざまとが。【288～294】
　43．ふただび私がお話した庭園に／ある芳わしい緑の園に戻ると／自分を
楽しませるために散歩しました。／するとそこに女王が座しておられた。／
そのお姿は何物にも増して美しかった♂たとえるなら夏の輝く太陽が／諸々
の星を通り過ぎる時のように。【295～301】
　44．この高貴な自然の女神は花咲く／林間の小高い空地に座しておられた。
／彼女の広間や私室は樹の林を使用して／自然の趣向と尺度にしたがって作
られていた。／この世界に生まれて来る鳥たちはすすんで／女神の御前に伺
候して／審判を受けないものはなかったのです。　【302～308】
　45．というのはこの日はバレンタイ聖者の日で／すべての鳥がその配偶者
を定めにやって来た。／人が考える限りのあらゆる鳥たちで／物凄い騒音を
たてていたので／陸も空も，樹にも湖にも／すべてが鳥で一杯になって／私
がいる場所もないほどでありました。【309～315】
　46．　r自然の嘆き」の中でアラン（Aleyn）が記したように／自然の女神は
万物の特徴やよそほいを／人が現実の世界で見るようなものにこしらえた。
／この高貴な女王はお恵みにあふれておられ／すべての鳥がそれぞれに／多
年の慣いでこのバレンタイン聖者の日に／所定の位置に就くように命じられ
た。　【316～322】
47．言うなれば猛禽類は／一段と高い所に，それから／私は一々申さない
が／虫などを食べるように自然が仕向けた小さな鳥たち／水鳥は一段と低い
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所におりた。／種子を食べる鳥は草地に座したが／その数の多いこと，見る
も壮観でありました。【323～329】
　48。そこに王者の鷲（Royal　egle）がいることは誰にも判ったであろう／
その鋭い眼差しは太陽をも刺し通すくらいだ。／そのほか学者が見たら判る
ような／身分の低い鷲がいた。／焦げ茶色と灰色の羽を着かざった圧制者の
鳥もいた。／つまりそれは略奪を恣にして／ほかの鳥たちを苦しめるおおた
か（goshawk）のことであります。　（330～336）
　49．国王の手につかまる気品の高いはやぶさ（faucoun）もいた。／勇敢なは
いたか（sperhauk）もいた。／これはうずら（quayles）の仇敵でもあった
／しばしばひばり（larke）を狙うこちょうげんぼう（merlioun）／やさしい目付
きをした鳩（douve〉がいたし／頻死の歌をうたう白鳥（swan）と／人の死を
予告する鳥ふくろう（oule）もいました。　【337～343】
　50．トランペットの声を出すおおづる（crane）／盗癖のあるべにはしがら
す（chough）と無駄話をするかささぎ（pye）も／冷笑的なかけす（jay），う
なぎの仇敵となるあおさぎ（heroun）／うそつきのたげり（lapwynge）は大
の裏切り者／秘密を洩らすむくどり（stare）／人によく慣れるこまどり（ru・
ddok）と臆病なとび（kyte）／小さな村で時計代わりになる雄鶏（kok）。
【344～350）
　51．ヴィーナスの息子である雀（sparwe），それにナイチンゲール（nyg．
htyngale）／この鳥は新緑の若葉の呼出し役となる。／色鮮かな花から密を
作る／小さな蜂の殺害者となる燕（swalwe）／誠実で奥さんのあるきじばと
（t皿til）／輝く天使の羽根をつけた孔雀（pekok）／夜には雄鶏を馬鹿にす
る矢筐（fesaunt）。　【351～357】
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　52．夜警をっとめる驚鳥（goos），いつも反自然な郭公（cukkow）／愛欲
をむさぼる鶴鵡（popynjay）／同族殺ろしの雄鴨（drake）／姦通には復讐を
忘れない鶴（stork）／猛烈に食い意地の張った鵜／賢明な渡烏（raven），
心配の声を出す鳥（crowe）／年たけた歌鵜（throstil），霜の季節の野原
束鳥（feldfare）。【358～3641
　53．どう言ったらよいのだろうか？　この世界中で／およそ羽翼があり，
鳥の形をしたあらゆる種類が／この高貴な自然の女神の前に／勢揃いしたと
言ったらよいのだ。／そして一羽一羽が全力をあげて／女神の承認の下で妻
なり夫なりを／奥床しく選ぼうとしていました。【365～3711
　54．しかし要点を言うと，女神は片手に／立派な姿の雌鷲（formel　egle）
を持っておられた／これは女神の作品の中から探し出した／一番やさしくて
器量良しの鳥であった。／この鳥がじっとしている時のあでやかさときては
／ずばぬけたもので，女神みずから飽かずに眺めては／しばしばその鳴に口
づけするほどであった。　【372～378】
　55．全能の神の地上における代行司祭であられる女神／寒暑，軽重，乾湿
の性を／均等に織り成される女神は／やさしい声で口を開かれた。／r鳥たち
よ，私の言うことをどうか心して聴いておくれ／お前たちの利益のために，
必要をかなえてあげるために／私はできる限り速かに話をしようと思う。
【379～385】
　56．知っていますねバレンタィン聖者の日には／私の命令と掟によって／
私が楽しく刺戟を与えると／お前たちは配偶者を選んで飛び立っのです。／
しかし私の正しい規則では／次の事は何を措いても守らねばならない／つま
りいちばん値打ちのある者が優先すること。　【386～392】
57．よろしいかね，あはた方より位の高い／この鳥の王者ともいうべき／
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どこ一つ取ってもいちばん私の好みに合わせて／ごらんのように私が創造し
た／この賢い，尊敬に価する，信頼できる，鋼のように忠実なこの雄鷲（tersel
egle）／こんなことお話する必要はないのだが／彼こそは先ず口を切って好
きなように選びなさい。【393～3991
　58．彼の次に順番でお前たちが選びなさい／自分の性質に従って好きなよ
うに。／勝つか負けるか，それは運まかせです。お前たちの中でいちばん恋
の虜になった者に／烈しく慕われる女性を神が下さるのです！」かくて女神
は雄鷲を呼んで言われた。／「私の息子よ，選択はお』前の自由です。」【400
～406】
59．しかし，こういう条件があるのですよ。／ここにいるめいめいの者た
ちは／自分の夫になる者が誰であろうとも／選ばれたらその選択に文句を言
うことはできません／これが毎年の私たちの慣わしです。／誰でもこの時機
にお恵みをえられる者は／この場所に至福を経験するために来たものです」
【407～413】
　60．王者の雄鷲は頭を垂れ，いともつつましく／臆することなく述べた。
／「わが妻のためと言うよりは至上の婦人のために／私た意志と心と思考を
もって／御手にとまるかくも立派に創られた雌鷲さんを選びます。／私のす
べては彼女のものです，永久にお仕えします／生かすも死なすも彼女の意の
ままに従います。【414～420】
61．　私にとっての至上の婦人となるわけですから／お慈悲とお恵みを垂
れ賜わりますよう。／でなければここで私を死なせて頂きます／たしかに苦
しみながらいつまでも生きてはおられません／私の胸の中の血管はずたずた
に切れています。／ひとえに私の誠実さを賞で下さいまして／ああ愛しき方
よ，私の苦悩をお憐れみ下さい。　【421～427】
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　62．かりにも私が彼女に対して不実であるとか／反抗したり，ことさらに
怠慢であったり／ほらを吹いたり，愛人ができたりしたならば／彼女に対し
て不実であり不親切であると／判った，まさにその日に／ここにいる鳥たち
によって八つ裂きになるような／そんなお裁きを受けてもかまいません。
【428～434】
　63．　「私ほど彼女を愛している者はいないのですから／彼女が私を愛して
いると約束してはいませんが／慈悲の心で私のものになるべきです／これ以
外の契りを彼女と結ぶことはないのですから。／どれほど遠くへ行かれよう
とも・どんな苦悩にも／彼女にお仕えすることを止めません／私の言葉はこ
れだけです。お考えをお聞かせ下さい」　【435～441】
　64．このずべてを聞いた時の雌鷲の顔色は／ちょうど咲き初めた薔薇の花
が／夏の太陽にあたって映えるように／恥らいで変って行った。／彼女は上
手にも下手にも返事ができなかった／あまりに当惑していたので女神が言わ
れた／「娘よ，怖れなさるな，大丈夫よ」　【442～448】
65。一羽の低い位の雄鷲がすかさず口を開いた。／「そんなことはないで
すとも／ジョン聖人にかけて，私は君なんかよりもっと彼女を愛しているよ
／少なくとも君と同じしらいはね／私の身分に応じてもっと長いことお仕え
してますよ／もし彼女の方でいつまでも愛してと思召すなら／償いは私だけ
にあったわけですよ。　【449～455】
　66・　「また敢えて申しますと，もし彼女が／私はいつわりであること，不
親切でおしゃべりで，いくらかでも／反抗的でやきもち焼きと思ったら，頸
を締めて下さい！／私はお仕えしっづけますよ／私の智慧の許すかぎり／ど
こからどこまで彼女の名誉をお護りします／でなかったら私の生命も全財産
も彼女に差し上げますよ！」【456～662】
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　67．すると三番目の雄鷲が答えた／「さて皆さん，もう余裕がありません
ね／鳥たち皆が声を上げて／自分の相手やら愛しい婦人をお連れなさろうと
する／自然の女神もここにお留まりになって／私の申し上げたいことの半分
もお聴きになりません／でも私は申し上げます。さもないと悲しみのために
死んでしまいそうです。【463～469】
　68．　「長くお仕えすることで私は自慢できませんが／これまで20年も長い
間／思い焦がれてきた人のように／私は悲しみで今日にも死んでしまいそう
です／またほかの人は何年もかかって仕えたことを／もうそんなに生きられ
ませんが，私は半年の間に／もっと良く仕えることもできるような気がしま
す。　【470～4761
69．私は自分のことを申し上げることはできません／私には私の婦人が喜
ばれるようなことはできませんので／しかし敢えて申し上げます。私の考え
では自分こそ真実な男と思います。／それで彼女をできるだけ楽しませます。
／簡単に申せば，死が私をつかまえるまで／私は寝ても覚めても彼女のもの
です。／どう考えても私は誠心をつくします」　【477～433】
　70．私が生まれてから今日までに／これほどに時問をかけ腕によりをかけ
て，／表情や言葉を繰り返して／こんなにも立派な恋の訴えをするなど／私は
まったく聞いた覚えがありません。／この会談は朝から始まって／太陽が急
ぎ足で没するまで続きました。　【484～4901
71．解放されようとする鳥たちの騒ぎは／いよいよ高まり，「早く，行かし
て下さい！」／森も揺らぐかと思われました。／「さあ，早く」彼らは叫ん
だ。「ああ，殺すつもり？／いつになったら罰当たりの弁論は終わるんですか
？／何も証拠がなくては，イェースかノーか／裁判官だって何れの側にする
か決められませんよ。　【491～4971
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　72．鷲鳥，郭公，家鴨が／ケッケッ　コッコッ　クエックエッ　と声高く
叫んだので／騒ぎが私の耳を貫いた。／驚鳥が言ったrこんなこたあ何の値
打ちもないぞ／ここで私が救済策を提案する／水禽のために俺が早速うまい
判定を下そう／喜ぼうが怒ろうがご勝手だ」　【498～504】
　73．　「私は這う虫を食べる鳥の立場から」と愚かな郭公が言った／r私は
自分の立場で同族の利益のために／責任をとりたいと思うね／私たちを解放
することは大きな愛の精神だものね」／「少し待って下さらない！」と維鳩
が言った。／お許し願えましたらね／お話してもらうよりは，して貰わない
方が良いこともありますもんね。　【505～511】
　74．　「私は種子を食う一番つまらぬ者ですが／智慧も足りないことは自分
でも知っています。／しかし読めもしない歌えもしない事に／手出しするよ
りは／黙っている方がよいと思います。／そんなことすれば負担に堪えられ
ません／頼まれもしない仕事はよく思われないものです」　【512～5181
　75．背後の下品な言葉をずっと聞いておられた／自然の女神が流暢な声で
言われた。／「皆さん，お黙り！／この騒ぎから皆さんを解放するために／
一案が浮ぶように思います／こうすることにします。めいめいの仲間から一
人の代表を決めてほしい／鳥たち全部に対する判決を私が下しますから。」
【519～525】
　76．鳥たち全部がこの決定に賛同した／そしてまず猛禽が総体選挙で／鷲
鷹の仲間から雄隼を選んで／彼ら全体の判断を／彼の好きなように定めても
らった。／その上で自然の女神のもとに彼を差し出すと／女神は気嫌よく彼を
受け入れられた。【526～532】
77。隼はそれから次のように言った。／「こちら高貴な雌鷲を／だれが一
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番よく愛しているのかを条理で証明することは難しい／めいめいが返答を持
っているので／だれも議論によって屈服させられない。／論証が役立つとは
思われません／そうなると戦いが始まるかも知れません」　【533～539】
　78．　「よし来た！」と雄鷲たちが叫んだ。／「いやお待ちなさい」と隼が
言う。「私があんなこと言っても／君らは誤解しているよ。まだ話は終わって
なかったんだ！／どうか怒らんでおくれ／お前たちが思うようにはまいらん
ぞ／この件について私たちの発言は責任があるよ／審査員の裁定に従わねば
いけない。【540～5461
79．「だから，静かに！いいかい，私の考えでは／騎士仲間の中でいちば
ん立派なお方／いちばん経験のある方／財産もあり名門に生まれた方／そう
いう方でお気に入りがあればいいと思います／この三候補の中のだれである
か彼女ご自身お判りの筈です／どの方が良いか，わけもなくお判りでしょう
から。【547～553】
　80．水禽たちは頭を寄せ集めて／しばらく協議した挙句／めいめいがガァ
ガァと声を上げた／まことに異口同音に／あの雌鷲鳥がすぐれた雄弁で／
「私たちの必要を発表いたします／私たちの話をすべて」と言って神の扶け
を祈りました。【554～5601
　81．そして水禽を代表して鷲鳥が発言した。／それはカッケリンゲという
声だったが，／「お静かに！みなさん気をつけて下さい／私の論点を聴いて
下さい！／私の考えははっきりしています。ぐずぐずするのは嫌いですから。
／彼は私の兄弟ですが，私は彼を推めます。／もしあの方が彼を愛しないの
なら，彼は別の女性を愛するようにして下さい！」　【561～567】
82．　「ごらん，この見事な鷲鳥さんの議論を！」／と鶴（はいたか）が言った。
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「うまくはいきませんね！／ごらん，お喋りをするとこんな羽目になるもん
だ！／あんたの愚かさを晒すよりは／黙っていた方がよろしいかと思う。／
と言ってもそんなこたあ知らんし，するつもりもないんだ。／「阿呆は黙っ
てはいられん」とはうまく言ったことさ」　【568～574】
83．上流の鳥たち全部から笑声が上がった／するとその直後に種子を食べ
る鳥が／誠実な維鳩を選んで，みんなに叫んだ／雅鳩にこの問題につき真面
目な事実を語るよう頼んだ／そして堆鳩の意見をきいた／推鳩ははっきりと
自分の考えていること／ほんとに自分の意見を発表すると答えました。
【575～581】
　84．　「いや，恋人が交代するなんて断じていけません！」／推鳩はこう言
うと，恥ずかしさで顔を紅くした／奥さまがどんなに冷たくなられても／旦
那さんは死ぬまで奥さまにお仕えすべきです／私は鷲鳥さんの助言は褒めま
せん／たとえ奥さんが亡くなっても私なら後添えは貰いません／私は死が私
を奪うまではあの方のものです」　【582～588】
85．　「まったくうまい冗談を言いましたね！」と家鴨が言った。／人は理
由もなしに生涯愛しつづけなければならないなんて／そんな事に道理も知慧
もあるもんか。／面白くもないのに楽しく踊れるかね？／注意しない奴のこ
となど注意していられるかい／このおしゃべり屋！」と家鴨は大いに弁じた。
／「神さまもご存知，結婚の相手なんて星の数ほどあるわい！」【589～595】
　86．　「これこれ，お前」と高貴な雄隼が言った／「こやしの山からいきな
り飛び出した文句だ！／お前には上手な言い方はできないんだ！／臭が光に戸
迷うように，お前には恋など扱えないのだ／夜はよく見えても日中は盲目な
んだ。／お前の生まれは低くて賎しいんだ／お前には愛が何だか判りはしな
いよ」【596～602】
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　87．それから郭公が身を乗り出して／虫を食べる鳥を代表して早速に／
「だから私は」と言った。　「おだやかに妻を迎えたいです。／あんた方の争
いがいつまで続いても構わんです／みなさんはこの世では結婚しないでいな
さいな。／意見が一致しないんだから，こう忠告する以外にはないです／こ
んな簡単な教示は記録するにも及ばないけど」　【603～609】
　88。　「そうだとも」と小長元坊が言った。「この大飯食いは腹一杯食ってる
んだ／おれたちはそれで満足なんだ。／枝にとまる茅潜を殺す奴／育ての親
も殺してしまう酷薄野郎！／お前さんは独身でいなさいよ，この虫食い奴！
／お前みたいなのが居なくても困りやしないよ。／この世界の続く限り無知
でいたらいい！」　【610～616】
89．「お静かに」と女神が言われた。「私は命令します！／もう全部の皆
さんの意見を聞きました。／でもまだ来る所まで来ていません。／しかしさ
いごにこれが私が下す結論です。／彼女は自分で好きな相手を選ぶことで丸
／彼女に白羽の矢を当てられた者は／好きであろうとなかろうと速かに彼女
を妻とすべきです。【617～623】
　90．雄隼が言ったように，誰がいちばん彼女を愛しているか／ここでは討
議できないのです。／それで私は彼女にこういう恩典を授けます。／つまり
彼女は心がきまった相手を迎えること／また彼女に心が結びっいた男性が彼
女を迎えることです。／自然の女神の私はいつわりなくこのように採決しま
す／どの階級に対しても色目を使うことはしません。【654～630】
　9L　しかしもし私がお前に婿選びの助言をするとすれば／ほんとにもし私
が助言者の理性の持主だとしたら／雄隼が賢明に申したように／王者の雄鷹
を採るように助言したい。／彼はいちばん高貴で秀れており／私が気に入る
ように立派に造られていて／お前にはぴったり相応しいのです」【631～637】
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　92．おずおずとした声で雌鷲が答えた。／「正しい奥方さま，自然の女神
さま！／ほかのすべての創造物と同じように／私はいつもあなたさまの鞭を
受けております。／私の生命のつづく限りあなたさまのものです／それゆえ
私の第一の願いをお聞き容れ下さい／私の所望をさっそくお耳に入れます」
【638～644】
93．　rそれを聞き容れます」と女神は言われた。／雌鷲はすぐに次のよう
に述べた。／「全能の女王さま，この年の終わりまで／良く考えてみますの
で猶予をお願いいたします／その後は選択はおまかせいたします。／申し上
げたいことはこれだけでございます／これ以上はありません，私の生命にか
けて！【645～651】
94．私はヴィーナスにもキューピッドにも／ほんとうに未だお仕えしてお
りません」／それでは他に仕方もないでしょうから」と女神は言われた。
「これ以上申すこともありません。／それでは鳥たちもいつまでもここに留
らないで／それぞれに相手を連れて立ち退いてもらいたい！」／後でお聴き
になるでしょうが，以上のように言われたのです。　【652～658】
95．　「雄鷹たちよ，お前たちに言いますが」と女神が言われた。／元気を
お出し，そして三者がお仕えするのです／一年の待機は長いことはありませ
ん／めいめいがその身分に応じて最善をっくして下さい／ことしは彼女はあ
なた方とは縁がなかったのです／これから先に起こることと言えば／こうい
う中問料理が皆さんに供されるのです剣　【659～665】
　96．この仕事がすべて終了しようとする時／自然の女神はめいめいの鳥に
平等にその配偶を与えられた／そしてみんながそれぞれ飛び去ることになっ
た。／神よ，彼らが味わった至福と歓喜はいかばかり！／おのおのその伴侶を
翼の中に抱き入れ／首を相手の翼に預けるようにして／たえず高貴な自然の
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女神に感謝していた。【666～672】
　97．しかしその前に歌鳥が選ばれた。／毎年の慣例に従って／出発にあた
り自然の女神に敬意を表して／ラウンデル歌を唄うことになった。／曲はた
しかフランスで作られたもので／その歌詞は私が記憶しているところでは／
次のようになっていた。　【673～679】
98．ようこそ夏よ　やわらな日照りもて／汝は冬のあらしを払いのけ／暗
い長夜を追いやってくれた。
　バレンタィン聖者さま，高く君臨なさって／あなたのために　小鳥たちは
かくも歌う／ようこそ夏よ　やわらな日照りもて　汝は冬のあらしを払いの
ける。　【680～686】
99．喜ぶ理由はたくさんあるんだ／みんなに結婚相手がきまったんだもの
／目をさますと彼らは有項天になって歌えるんだ／ようこそ夏よ　やわらな
日照りもて　汝は冬のあらしを払いのけ／暗い長夜を追いやってくれた！
【687～692】
　100．歌が終わって鳥たちが飛び去る時／その叫びで私は目を覚ましまし
た。／私はまた読むために他の本を手にとり／そしていつまでも私は読書を
っづける。／たしかに私はまたいつか何かに出会って／もっと上手にできる
ようになりたい・／こうして私は片時もやすまずに書物を読むのです。
【693～699】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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おわりに一本稿を書き終えてから，丁舵Pαγ」め惚暢oブF僻」51こついては，
D．S．Brewerによる註釈本が存在することを上野景福教授から伝えられた。
今回の訳出は本邦初訳の光栄をになうものの，未だ試訳の域を出ていない。
この上ともご教示を頂きたく思います。　（55．11．8）
（はぎわら　ふみひこ　英語科長・教授　英語学　英語学演習）
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